
令和元年度「発酵産業」成長促進化プロジェクト事業 

（仮称）滋賀「発酵産業」成長促進化研究会 本研究会の検討範囲と主な論点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 

【検討範囲（案）】 

滋賀の強みである発酵食品を中心に、小さい産業から大きい産業まで幅広く検討 

４．体制の構築 

（１）官民連携による持続的な体制構築の必要性（プラットフォーム形成） 

（２）ストーリーの裏付けとしての統計データの活用（ビジョン作成） 

１．新たな発酵食品の開発 

～尖った魅力の発信・話題づくり～ 

 

（１）テーマ（買う理由） 

・健康（糀、鮒ずしなど） 

・美容（化粧品など） 

・その他 

 

（２）スピード感ある連携 

・産産連携（発酵事業者同士） 

・産官学連携 

 

（３）地域に棲む微生物の活用 

２．発酵でつながる滋賀 

～発酵産業が生まれる土壌づくり～ 

 

（１）発酵事業者等の連携 

 

（２）バリューチェーンとしての幅

の広がり（環境・社会に配慮し

た地域経済循環） 

・山（バイオマス） 

・田んぼ（農業） 

・びわ湖（漁業、水質浄化）など 

 

（３）発酵と観光の組み合わせ 

・観光資源としての磨き上げ（自然

環境、生業、食文化など） 

・料理 

３．発酵の魅力の発信 

～尖った魅力を後押しするプロモーション＆ブランディング～ 

 

（１）発酵事業者の「見える化」（事業者リストの作成など） 

（２）隠れた小規模事業者の魅力の発信 

・県民（シビックプライドの形成など） 

・子ども（やまのこ・たんぼのこ事業／教育との連携など） 

・県外・インバウンド（「滋賀食べる通信」等の活用、観光商品の造成など） 

（３）発酵食品を楽しむ消費者意識づくり 

連携 

官民連携による発酵関連イベントの開催 その他 

後押し 後押し 


